
④令和5年度　第32回全国女性建築士連絡協議会(石川
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④令和5年度　第32回全国女Ii、 �建築士連絡協議会(石川大会) 

『守り・育て・受け継 �ミれる技術、手仕事一伝統工芸と建築一』 

日本はそれぞれの地域において �古くからの伝統を大切に守り・育て・受け継いできました。 
それは、「衣・食・住」それぞ �を彩る心と共に絶えることなく現代のくらしの中にも活かされて 
います。その中でも建築はたく �んの時間と人により守り、育て、受け継がれ、空間に美しきや潤 
いを与え、使い手の心を豊かに �てくれています。それぞれの地域に根付く技術や手仕事について 

再認識し、更なる活用を模索し �よがら継承につなげる機会としたいと考えています。 

Sプログラム �Sアクセス 

7月29日(土) �金沢市文化ホール 

14:15へ14:45　開会式 �設計　　芦原義信十谷口喜郎建築研究所 

14:45へ15:00　被災地報告 �1982年竣工 

15:00へ15:15　活動報告 �所在地　石川県金沢市高岡園丁15-1 

(休憩) �TEし　　O76-223-1221 

15:30へ17:00基調講演講師:大 17:00へ17:05第65回全国大会しず �渠誤内　　　¥繍′訓 

17:15-18:00　交流会 �〕. 

7月30日(日) �/′ 

9:00へ11:00分科会(テーマ:Aへ A:あっまれへ旅好き建築女子! �)　　　　　　　緋　　　　武蔵が道　　　東蒜 
● 

金沢市　　　も晒楊 

「魅力ある和の空間ガイドブック」 �part5　　　　　　　　　文化ホール 

B:「バリアフリーのまちづくり/みん �で考えるバリアフリー」　　¥金沢西IC　　　龍　金沢城址公園 

C:「いばらき木造塾」へ伝統技術の糸 �承一　　　　　　　　　　　　　肌興素志 

D:「住まい・まちづくりを考えよう」 E:「徳島型気候風土適応住宅」基準 �崇霊住教育出前講座　轟か杏林坊搬紫　湘 

F:「灯台が照らし出す未来への道す、 �」　　　　　　　　珊　　露藍. 

1l:15へ12:00全体会・閉会式 13:30-16:30エクスカーション (伝統工芸体験、建築 ※建築士会会員以外の方でエクスカ �　　　タクシー約10分バス約15分 見学など)　金沢駅前(東口バスターミナル) ションに参加を 

希望される方は事務局にお問い合 �　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エこ せください 

喜参加費　建築士会会員　会場多 �加:半3,000　一般(会員以外)会場参加:半4,000　　学生:無料 
Web多 �加:半1,500　　　　　　　　　　Web参加:半2,500 

喜参加申込み 建築士会会員の方は、所属の都道 � 
寸県建築士会女性委員会宛にお申し込みください 

一般(会員外)の方、学生の方は、 �6月9日(金)までに公益社団法人日本建築士連合会宛に下記FAX 

またはメールにてお申し込みくだ �い　分科会の希望は第2希望までお書きください 

氏名・ふりがな　　　　　　　　　連絡先 �e-mail　　　　種別　　参加方法　劣籠　余籠 

l■■臆臆 �一般・学生　　会場・Web 

臆臆■■ �一般・学生　　会場・Web 
企画・主催・問い合わせ先 公益社団法人日本建築士会連合会 �務局 

TEし:03-3456-2061FAX:03-3456 �2067　E-mailjigyol@kenchikushikai.or.jp 




